
千葉県千葉リハビリテーションセンター
施設整備に係る基礎調査業務の概要

(1) 先行事例調査

2 全体業務概要

各種調査分析によって、今後センターが担うべき機能・役割や施設規模等を検討するために必要となる
データの収集を行うとともに、建設に係る調査対象地等の調査・検討を行うことを目的とします。

本業務における主な調査項目とその概要は下記の通りです。

1 調査の目的

調査項目 概要

先行事例調査
近年建て替えられた医療・福祉を一体的に提供する公的施設を調査し、近年
の施設整備動向やセンターの課題を調査します。

利用者現況調査
センター利用者情報を整理し、センターの診療圏を調査し、診療圏における
将来需要と照らし合わせ、新センターに求められる機能役割を調査します。

施設利用現状調査
センター利用者の動線頻度や諸室利用状況を確認し、今後新センターにて必
要となる部門配置や諸室数等を検討する上での基礎情報を整理します。

ヒアリング及びアンケート調査
センター職員へのヒアリングを実施するとともに、関係機関、センター利用
者及び職員にアンケート調査を実施し、現センターの課題や新センターに求
められる機能・役割について整理します。

調査対象地に係る比較検討
法的規制等の建設可否の視点、関係施設との連携性等のセンター機能の視点
及び事業費や建設スケジュール等の事業実現性の視点に基づき、建て替え調
査対象地において比較検討を行います。

近年竣工した医療と福祉を一体的に提供する公的
施設を調査し、機能役割や施設規模の比較による整
理だけではなく、センターの検討課題となる個室率
や居住棟リハ、エレベータ、トイレ浴室、部門間の
動線といった建築詳細情報の収集を行います。
比較調査項目について、機能役割の視点、施設規

模の視点の２つの視点から設定します。
右表のように、機能役割の視点から施設基本情報の
調査項目を整理し、施設規模の視点から建築情報な
らびに建築詳細情報の調査項目を整理します。

視点
収集
情報

比較調査項目

機能
役割

施設
基本
情報

運営主体、施設機能、有するセンター機能、
施設基準、診療科、病床数、病床利用率、定員数、
入所率、職種別職員数、医業収益、併設施設、
近隣施設、敷地近隣情報 他

施設
規模

建築
情報

施設整備コンセプト、建物外観・内観、竣工年、
工事期間、敷地面積、建築延床面積、階数、構造、
施設配置、部門配置、病棟構成、診察室、手術室、
駐車場 他

建築
詳細
情報

リハビリ室、病棟リハビリスペース、駐車場、ロー
タリー、廊下、エレベータ、トイレ、浴室、居室、
内外歩行空間、施設セキュリティ 他

レセプトデータ等の院内資料より、センターの診
療圏や医療機能を調査します。
この結果と併せて、疾病別・地域別の将来患者推計
を行い、センターの診療圏における将来需要を明ら
かにします。
こうした院内レセプトデータの分析結果と地域の医
療提供体制の状況等の外部環境調査結果を組み合わ
せることで、今後、センターが果たすべき機能・役
割を整理します。
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診療圏分析イメージ図

先行事例調査項目

現センターにおける諸室の利用状況や動線の発生
頻度・所要時間の検証のため、タイムスタンプ調査
を実施します。
タイムスタンプ調査とは、タイムスタンパー（右

図)を各ポイントに設置し、時間と位置情報をもと
に利用者の一連の流れを明らかにする調査です。
これにより、現センターの利用状況や動線発生頻

度・所要時間を可視化し、今後の基本構想・基本計
画において決定する諸室数や部門配置の検討材料と
します。
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センターにおける各施設及び各部門代表職員へのヒアリングを実施し、現センターの課題や新センター
の目指すべき機能・役割を整理します。
また、アンケート調査として、関連施設、センター職員、利用者アンケートを実施します。
関連施設アンケートは、医療・福祉・療育それぞれの観点から、関連する施設にアンケート調査を実施

し、連携施設から新センターに求められる機能・役割を整理します。
センター職員及び利用者アンケートは、現センターにおける課題を抽出するとともに、新センターにお

ける要望を整理します。

比較検討表イメージ

S ample

調査対象地に係る調査として、右図の
通り、建設可否の視点、センター機能の
視点、事業実現性の視点の3つの視点で
調査を行います。
建設可否の視点は、都市計画法を中心

とした法規制、配置計画を考慮した必要
面積等による情報を整理します。
センター機能の視点は、関係施設との

連携性やアクセス性、利便性、防災性、
インフラ、将来対応性等による情報を整
理します。
事業実現性の視点は、工事期間、事業

費、収益性等、事業を確実に実現するた
めに、事業全体を総合的に調査します。
これら3つの視点を必要条件から十分

条件に位置づけ、手戻りがない検討を行
います。
また、3つの視点で整理した情報を右

図の通り、比較検討表として、一覧表に
整理し、今後の検討に向けた情報を取り
纏めます。

条件 ３つの視点 比較基準の例

現敷地・移転敷地の法的規制
想定する延床面積が収まるか

関係施設との連携性の担保
将来増築・建替えが可能か

工事期間・開院日
建設事業全体に係る費用

必要
条件

十分
条件

事業
実現性

センター
機能

建設可否

調査対象地における比較検討フロー

(2) 利用者現況調査

(3) 施設利用現状調査

(4) ヒアリング及びアンケート調査

(5) 調査対象地に係る比較調査
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センターにおける各施設及び各部門代表職員へのヒアリングを下記の通り実施しています。

前述の調査項目のうち、現在、下記調査に着手しています。

3 業務進捗状況

調査項目 調査内容 概要

調査対象地に係る
比較検討

法規制調査
建設可否の視点のうち、法規制は、建設可否のみでなく、今後の調査
に係る検証を大きく左右する情報であるため、優先的に情報を整理し
ています。

ヒアリング及び
アンケート調査

職員ヒアリング
センター職員にヒアリングを実施し、新センターで目指す機能・役
割・方針等について確認するとともに、現センターの課題を抽出し、
取り纏めを行っています。

施設利用現状調査
タイムスタンプ
調査

患者や利用者に係る諸室の利用状況や動線頻度及び距離を定量的に可
視化することで、現センターの現状把握を目的として、調査の段取り
を進めています。

(1) 法規制調査

調査対象地について

(2) 職員ヒアリング

(3) タイムスタンプ調査

現敷地 千葉県消防学校（跡地）

調査対象地に係る比較検討は、現敷地と下記の現敷地から約4.8km離れた千葉県消防学校(跡地)の比較検
討を行います。千葉県消防学校(跡地)は、近隣に、千葉県がんセンター、保健医療大学、淑徳大学、仁戸名
特別支援学校が設置されています。
各調査対象地における法規制の概要については、別紙「現敷地及び調査対象地における法規制比較表」の

通りまとめています。

実施日 8/6(月)・8/7(火)の2日間

対象部門

全体総括(センター長、副センター長)、医療局()、看護局、福祉局、リハ
ビリテーション医療施設、愛育園、児童発達支援センター、更生園、補装
具製作施設、医療安全管理室、地域リハ推進部、総合相談部、高次脳機能
障害支援センター、中央障害者相談支援センター、事務局

質問事項

【機能・役割・方針について】
■新センター・施設において目指す機能・役割・方針、強みと特徴
■新センター・施設で取り扱う主な対象疾患・障害、治療法、リハビリ
テーション、検査、サービス

【現施設の課題】
■機能面における課題
■施設設備面における課題

今年度の基礎調査終了後、新センターに向けて、来年度は基本構想・基本計画を策定する段階と
なります。基本構想・基本計画では、部門計画・部門配置として、各諸室数や諸室配置を検討し、
決定する必要があります。
よって、今年度の基礎調査では、基本構想・計画における上記検討の判断材料として、タイムス

タンプ調査により、患者や利用者の1日の動向を調査することで、下記の通り、医療及び福祉サー
ビスを提供する諸室における諸室利用状況を可視化するとともに、諸室間の移動頻度や動線距離を
可視化し、当センターの現状を整理します。
現在、センター職員にご協力頂き、9月上旬の実施に向けて調整を進めています。
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別紙「現敷地及び調査対象地における法規制比較表」 

 

確認項目 
現敷地 

千葉県千葉市緑区誉田町1-45-2 

消防学校（跡地） 

千葉県千葉市中央区仁戸名町666-2 
備考 

敷地面積 現敷地と同等程度の面積確保 約40,000㎡ 約39,000㎡ 
現敷地は一時的に新旧建築物が混在できるだけの広さが必要である

がまとまった余剰地が少ない。 

前面道路(接道の確保) 
建築物を建築する敷地は道路に

接していなければならない。 
あり 

未確定 

(道路の確保を検討中) 

消防学校（跡地）は接道が未確定なため、道路を確保する必要があ

る。 

区域区分 

無秩序な市街化を防止するため

の規定。市街化調整区域とは市

街化を抑制する区域。 

市街化調整区域 市街化区域 

市街化調整区域は市街化区域に比べて建築に対する規制が厳しい。 

都市計画法 

開発行為の許可 

都市計画区域内での開発行為に

は許可が必要、開発行為の許可

を得るにあたり規制や基準があ

る。 

不要 

(新建築物の延べ面積が建替え前の1.5倍以内の場

合、超えた場合は許可が必要) 

必要となる可能性あり 

造成工事や道路位置指定により開発許可が必要となる 

現敷地、消防学校（跡地）とも開発行為の有無にかかわらず考慮する

必要がある。 

用途地域 

建築物の用途に関する規制。用

途地域ごとに建築できる用途が

規定されている。 

指定なし 第二種中高層住居専用地域 

現敷地、消防学校（跡地）とも病院、福祉施設を建築可能 

建ぺい率 
建築面積の敷地面積に対する割

合に関する規制 

60% 

(新建築物の延べ面積が建替え前の1.5倍以内の場

合、1.5倍を超えた場合は50%) 

60% 

現敷地、消防学校（跡地）とも同様。 

容積率 
延べ面積の敷地面積に対する割

合に関する規制 

200% 

(新建築物の延べ面積が建替え前の1.5倍以内の場

合、1.5倍を超えた場合は100%) 

200% 

(前面道路幅員による容積率算定に注意、仮に前面道

路幅員が4m の場合容積率160%が上限) 

消防学校（跡地）の道路確保方法により、容積率の上限が変化する可

能性がある。 

日影規制 
隣地などに落ちる建築物の影に

対する規制。 
なし 

あり 

敷地境界から5m-10m、4時間 

敷地境界から10m 超、2.5時間 

平均地盤面からの高さ、4m 

消防学校（跡地）は建築物の影を考慮した計画とする必要がある。 

道路斜線 
前面道路からの建築物高さに関

する規制 
1.5L 1.25L 

一般的な規制 

隣地斜線 
隣地からの建築物高さに関する

規制 
20m+1.25L 20m+1.25L 

一般的な規制 

北側斜線 
敷地北側方向の建築物高さに関

する規制 
なし 

なし 

(高度地区の規制にあり) 

 

その他高さ制限 高度地区の指定など 

なし 

(建替え前の1.5倍以内の面積の場合既存建物と同等

程度が上限、1.5倍を超えると最高高さ10m) 

第一種高度地区、最高高さ20m 

北側斜線 

境界から4m 以内、5m+1.25L 

境界から4m 超、10m+0.6L  

現敷地、消防学校（跡地）とも根拠は違うが考慮しながら計画する必

要がある。 

文化財保護法 

埋蔵文化財 
埋蔵文化財の有無 あり あり 

現敷地は大部分が埋蔵文化財にかかるが、消防学校（跡地）は一部

分である。 

ハザードマップ確認 
千葉市が公開しているハザードマ

ップ(地震、土砂災害、洪水) 
大きな被害の予測なし 大きな被害の予測なし 

現敷地、消防学校（跡地）で大きな差なし。 


